
遺伝毒性評価ワーキンググループの検討事項（H26年度）（第 3回 WG後修正） 

 

強い 
２９ 

（第 3回 WG） 
２０ 

（第 4回 WG） 

遺伝毒性あり 

構造活性相関予測の実施 

５４５（H26年度） 

エームス試験実施 
２６（H26年度） 

化審法スクリーニング評価対象物質 （１２，４９３物質）（複数物質及び CAS番号のデータがない物質を除いた物質数） 

（H22年度一般化学物質届出、暴露クラスがクラス５及びクラス外の物質） 

発がん性情報なし 

１２，３２２ 

発がん性情報あり 

１７１（第 3回 WGで評価した３物質を含む。） 

遺伝毒性情報なし 
１１，６４３ 

何らかの遺伝毒性情報あり 
６７９（うち指導済み１３を除外） 

エームス 
試験データ 

なし 
２９ 

弱い 
５３ 

（第 3回 WG） 
３７ 

（第 4回 WG） 

強弱の判断困難 
９ 

（第 3回 WG） 
５ 

（第 4回 WG） 

遺伝毒性なし 
３８８ 

（事務局判断） 
６０ 

（第 3回 WG） 
１２ 

（第 4回 WG） 

遺伝毒性有無
の判断困難 

１３ 
（第 3回 WG） 

１１ 
（第 4回 WG） 

変異原性指針発出 
 ２０（H26年度） 

中期発がん性試験実施（H27年度実施） 

（企画検討会、発がん性評価 WGで対象物質を選定） 

Bhas 42細胞を用いる形質転換試験 

（H27年度実施） 

強い遺伝 
毒性あり 

遺伝毒性
なし 

弱い遺伝 
毒性あり 

総合判定「+」 
かつ 

試薬入手可のもの 

指導済み物質等９物質を除外 

構造式情報入手可のもの 

試薬入手可のもの 

参考資料３ 


